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グローバル補助金（人道的・ＶＴＴ）申請の為の申込書
	プロジェクト名：　　藻礁生態保全事業

	援助国側ロータリークラブ
　　　　　　　　　　　　　水俣　　　ＲＣ
	代表連絡担当者
　　築地　広幸

	電話　0966-63-3366　　FAX　0966-63-9258
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Minamata.rc3366@gmail.com

	実施国側ＲＣ　 新竹東区RC
	実施国
台湾

	地区番号　3501
	

	※地域社会調査報告書（番号を〇で囲んで下さい）
１．完成している　　　　　２．作成中　　　　　３．未調査

	ＲＩの重点分野：環境

	実施予定時期：　2025.2　　～　2025.6

	プロジェクトの概要：
(課題)
台湾と苗栗の藻礁の分布 台湾のサンゴ礁は北海と南海に点在していますが、大規模な藻礁は主に桃園地域に集中しています。桃園の藻礁は、 台湾最大で保存状態も最も良く、4,000 年以上の歴史があります。藻礁は他の地域にも分布していますが、藻礁の規模は小さく、基質は と原因は様々です。 2023年、台湾の藻礁生態専門家チームは苗栗県後龍市の海域で桃園よりも広範囲の藻類を発見した。 リーフ。台湾の産業発展は主に北西海岸に集中しているため、苗栗県の発展スピードは今後加速するはずです。台湾の藻礁危機は主に次のように分けられます。 3 つのカテゴリに分類されます。 1. 産業汚染: 沿岸地域には工業地帯が密集しており、ほぼすべての海岸線が産業廃水によって汚染されています。サンゴ藻の大量死を引き起こすだけでなく、 藻礁に付着していた生物の死やその他の生物の死は免れず、生態系は深刻な被害を受けました。 2. 浮砂と堆積：港湾、桟橋、不適切な護岸建設により、藻類礁地帯の浮砂と堆積の問題はますます深刻化しており、多孔質環境は徐々に遮断されています。 混雑したさまざまな生物は生存が困難になり、生息地の食物連鎖の底辺は徐々に崩壊していきます。漂砂の堆積の問題は、多くの場合、沿岸流の変動に関連しています。 3. 海岸開発: 過去の大規模な開発行為により、藻礁の生態学的重要性が注目され、一部の地域の保護が促されました。ラン しかし、エネルギーやその他の大規模な建設プロジェクトの推進は依然として藻類礁に回復不能な損害を与え、地域の生態系のバランスに影響を与える可能性があります。 苗栗県にはまだ未開発の自然が多く残されています。そのため、事前に生態調査を実施し、行政や地域住民の保全意識を高める必要があります。 知識は特に重要かつ緊急です。苗栗後龍のサンゴ藻はまだ詳細な生態調査が行われておらず、その生態学的価値と生物多様性についてはさらに調査する必要があります。 一歩進んだ研究。

（保全計画、目標）
藻礁保全の中長期プロジェクト目標 l 短期目標（1～2年）：苗栗后龍藻礁の基本的な生態調査を完了し、コミュニティの教育と参加メカニズムを確立し、政府と協力して、 緊急保全措置。 l 中期目標（3～5年）：コミュニティ共同保全計画を実施し、藻類礁保全政策の策定を促進し、環境に優しいプロジェクトの実施を確実にする。 l 長期目標 (5 年以上): 藻類礁保護区を確立し、科学研究への継続的な投資を支援し、保全の影響を台湾全土に拡大します。 プロジェクト設計の具体的な内容 1. 生態調査とモニタリング（国立台湾海洋大学海洋生物学研究所が実施） 目的: 苗栗後龍藻礁の健全性、種の多様性、および脅威を確実に理解すること。 具体的な行動: 生態学者、海洋専門家、学術機関を組織し、水質モニタリング、生物多様性を含む藻礁の詳細な生態調査を実施する。 サンプリング研究と藻類礁の成長速度の評価。産業開発が藻類礁の生態系に与える影響を分析するために、水質と汚染物質の検査を定期的に実施します。意思 調査結果は定期的に更新され、政府や研究機関が藻類礁の生態状態を監視しやすくするために公開データベースが確立されています。 課題: 苗栗県で新たに発見された藻礁は詳細な生態調査が行われていないため、学術機関からの専門的な支援が必要です。 2. コミュニティの教育と参加 目標: 藻類礁に対する地元住民の意識を高め、自発的な保全活動を促し、地域社会が藻類礁保護の主要な力となるようにする 量。 具体的なアクション: 1. 藻礁の保全に関する講義やワークショップを企画し、海洋生態系に対する藻礁の利点と現在の脅威（海岸開発や砂や砂利の浸食など）を紹介します。 コレクション）、藻類礁を保護することの重要性を強調しました。 (藻礁生態学の専門家が生態教育コースを指導) 2. 学校や地域社会で藻類礁教育プログラムを確立し、ビデオ、インタラクティブな展示、現地訪問を通じて地元住民が藻類礁をより深く理解できるようにする。 生態学的価値。 (苗栗県屋外海洋教育ネットワークに掲載され、県および市の学校がコースを申し込み、苗栗県藻礁保護ガイドを印刷して学校に掲載できるようになります) 海洋教育コース） 3. 地域の清掃活動を開始し、地元住民に海岸環境保護への参加を奨励し、海岸のゴミ清掃活動を組織し、簡易水の普及を促進する。 品質モニタリングプロジェクト。 （苗栗県環境保護局、各種海岸養子縁組団体、環境ボランティアを招待） 4. 住民が藻類礁の保護活動に定期的に参加できるように、地域保全ボランティアチームを設立し、基本的な生態モニタリングの訓練を提供する。 (研修日誌 作業員：苗栗県自然生態協会会員）

	予算：
（DDF）
3501地区等DDF：＄10,700＋2720地区DDF：＄6,500＝＄17,200
（WF）＄17,200×0.8＝＄13,760
（現金拠出金）
新竹東區社RC等：＄40,040　水俣RC：＄1,000
（合計）＄72,000

	グローバル補助金（ＷＦ含む）
希望額　　　　　　　　　　＄11,700　円
	現金拠出額（自己資金）
　　　　　　　　　　　　　＄1,000　　　円


グローバル補助金を使ったプロジェクトを計画しておりますので申込み致します。
2025年　　１月　　１０日
　　　水俣　　ロータリークラブ　　役職　会長　　　　　　　会員名　築地　広幸　　　
